
JASIS2022 の 10 周年記念講演「研究環境の進化と
科学・分析機器の未来～社会課題を解決に導く研究
インフラのあり方～」の続く企画として、これまで
の科学技術政策により発展してきた研究基盤を、さ
らに飛躍、発展させるための産官学連携と人財につ
いて、我々はいま何をすべきか、分析機器メーカー
を交え、議論します。

オンライン

研究基盤協議会シンポジウム

先端研究基盤共用促進事業シンポジウム

お問い
合わせ先

研究基盤イノベーション分科会事務局
E-mail：koho@iris-jsrpim.jp

本イベントでは、TC カレッジの取り組みの説明と
ともに、本年度から受け入れを開始した学外受講生
も加えた複数の発表者による、TC カレッジに参加
することになった経緯や期待していることの紹介、
及びサテライト校の取り組みを報告する。加えて、
TC カレッジの将来構想と「高度技術人財育成」の
向かう先について参加者と共に議論します。

文部科学省が実施する先端研究基盤共用促進事業「先端研究設備プラットフォームプログラム」「コアファ
シリティ構築支援プログラム」の活動報告を通して、産学官の研究者に開かれた研究設備・機器の実現に向
けた、大学・研究機関の先進的な取組や今後の発展についての課題等を紹介します。

研究基盤協議会は、自立したサステナブルな研究基盤システム構築を目指して、運営基盤を強化し、社会的
信用を得て、目標実現へ向けて実効的かつ持続的な活動を行うため、一般社団法人としてスタートします。
社団化に至る背景や今後の展望について報告します。また特別企画では、研究力向上のためのチーム共用の
在り方や地方・地域への貢献について、取り組み事例を交えて議論します。

水
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オンライン オンライン

対面・オンライン

東京工業大学オープンファシリティセンター
TCカレッジシンポジウム

研究基盤イノベーション分科会シンポジウム

木
26

金
27

主催：研究・イノベーション学会 研究基盤イノベーション分科会 (IRIS)
共催：文部科学省，研究基盤協議会 (CORE)
後援：山口大学，一般社団法人日本分析機器工業会 (予定 )

シンポジウムの詳細，参加登録はこちら
研究基盤 EXPOホームページ
https://iris.kagoyacloud.com/riexpo2023/

事前参加登録制・登録締切　2023年1月18日(水)

研究基盤イノベーション分科会（IRIS）・文部科学省 連携企画

研究基盤EXPO
2023
共用と研究基盤の今！
2023.1.252023.1.25(水)(水) --2727(金)(金) 参加費無料



研究基盤 EXPO2023

産学官が有する研究施設・設備・機器・技術といった「研究基盤」は、あらゆる科学技術イノベーション活動を支え、その戦略
的な整備は本来重要な政策課題です。しかし、これまで研究基盤に対する政策的関心は低く、関連する予算・事業規模も限定的で
あったため、大学等における研究基盤の整備は進んでいない状況です。そのため、研究基盤に関する政策研究や IR（Institutional 
Research）、設備や技術のデータベースの整備、それらを取りまとめるための専門人材の確保も十分とはいえません。研究基盤イノ
ベーション分科会はこうした課題に対し、産学官のステークホルダーが組織や立場を超えてオープンかつフェアに議論するための
「場」となるべく設立されました。また、研究基盤協議会は文部科学省事業採択校の有志を中心にした国公私大そのほか関係機関を
含む多様なステークホルダーが議論する新たな協議の場として設立され、研究基盤イノベーション分科会とクロスオーバーしなが
ら活動しています。

研究基盤を学術的に捉え、議論する場
研究・イノベーション学会
研究基盤イノベーション分科会
Innovative Research Infrastructure for STI Subcommittee

 ◇ アウトリーチ機能：年に 1 度の総合シンポジウムの開催（幹事校を中心とした実行委員会にて開催、研究基盤に関わる情報を収集し、適切に発信する）

 ◇ 共同事務局 総務：①名簿・連絡先等、個人情報の管理 　②会議日程・会場等の調整や連絡 　③議事録作成・保管
財務：①予算管理 　②予算配分（研究基盤協議会の活動に IRIS の予算を一部～全部投入） ③会計報告
広報：① HP の維持・管理・アクセス分析 　② HP や SNS による情報発信を目的とした入力作業
　　　③提供された資料（原稿等）の内容確認・確保・管理 　④広報室活動の活性化・改善につながる提案

研究イノベーション分科会
及び研究基盤協議会

 ◇ リサーチ・アナリシス機能
（研究基盤を科学し年会・論文で発表する。研究基盤の議論に活かす。）

 ◇ アーカイブ機能
（研究基盤に関わる情報を保存し、誰もが閲覧可能とする）

 ◇ プランニング機能
（研究基盤協議会提案分の企画立案の実現化に向けた取組）
（学会員限定の企画立案実施）

研究基盤協議会

 ◇ クロスオーバー機能
（各ステークホルダーが組織・立場を超えて研究基盤を議論する）

 ◉ 協議すべきテーマは部会化、部会がアンケート調査・分
析などを行い議論をリードする
 ◉ 新規テーマの提案＝新部会の立ち上げは随時可能

部会
１

戦略的経営に資する研究基盤
のあり方を検討

部会
２

研究基盤共用システム
( 研究基盤IR 含) のあり方を検討

部会
３

研究基盤に関わる人材育成
( 技術職員等) のあり方を検討

部会
４

地方・地域貢献に資する
大学等の研究基盤のあり方を検討

部会
５

研究基盤に関わるエビデンス
( 技術職員等) のあり方を検討

技術職員
コンソーシアム
TAMARIBA
技術職員による
技術職員の集い

若手
ネットワーク
研究機関・文科省の
若手が自由闊達

に議論

アドバイザリー
ボード

採択事業校担当理事
などによる支援



13:30 〜 13:35 開会挨拶 ⽂部科学省 科学技術・学術政策局⻑ 柿⽥ 恭良

13:35 〜 14:30 「先端研究設備プラットフォームプログラム」（発表7分・質疑応答3分×4機関）
〜取組による成果及びデータ共有・利活⽤への発展について〜
NMR-PF ⽊川 隆則 （理化学研究所 細胞構造⽣物学研究・チームリーダー）
顕微イメージングソリューションPF 圦本 尚義 （北海道⼤学・理学院/創成研究機構・教授）
パワーレーザーDX-PF 藤岡 慎介 （⼤阪⼤学 レーザー科学研究所・副所⻑/教授）
研究⽤MRI共有PF 齋藤 茂芳 （⼤阪⼤学 医学系研究科・准教授）

14:30 〜 14:35 休憩（5分）

14:35 〜 14:45 「研究設備・機器の共⽤推進に向けたガイドラインについて」（仮）
⽂部科学省 科学技術・学術政策局 研究環境課

14:45 〜 16:50 「コアファシリティ構築⽀援プログラム」
〜共⽤ガイドラインの各観点における取組状況や課題について〜
テーマ① 戦略的設備整備・運⽤計画の策定と活⽤（発表6分・質疑応答3分×3機関）

東京農⼯⼤学 箕⽥ 弘喜（学術研究⽀援総合センター 機器分析施設⻑、⼤学院⼯学研究院
教授）

⾦沢⼤学 中村 慎⼀（理事（研究・社会共創・⼤学院⽀援担当）/副学⻑）
広島⼤学 楯 真⼀（⼤学院統合⽣命科学研究科 教授）

テーマ② チーム共⽤の推進と共⽤体制の確⽴（発表6分・質疑応答3分×3機関）
東北⼤学 中⼭ 啓⼦ （コアファシリティ統括センター 副センター⻑、テクニカルサポートセンター

センター⻑、総⻑特別補佐）
信州⼤学 向 智⾥ （理事（研究、産学官・社会連携担当）、副学⻑）
琉球⼤学 平井 到 （研究基盤統括センター 副センター⻑/医学部 教授）

テーマ③ ⼈材の観点（技術職員の活躍促進、⼈材確保等）（発表6分・質疑応答3分×3機関）
東京⼯業⼤学 渡辺 治 （理事・副学⻑（研究担当）/オープンファシリティセンター⻑）
⻑岡技術科学⼤学 ⽥中 諭 （分析計測センター・副センター⻑）
⼤阪⼤学 古⾕ 浩志 （コアファシリティ推進室 副室⻑/科学機器リノベーション・⼯作⽀援センター

准教授）
テーマ④ 財務の観点（利⽤料⾦の設定・活⽤、機器の維持メンテナンス予算の確保等）（発表6分・質疑応答3分×３機関）

早稲⽥⼤学 若尾 真治 （理事（研究推進担当））
名古屋市⽴⼤学 中川 秀彦 （共⽤機器センター⻑）
筑波⼤学 新井 達郎 （オープンファシリティー推進機構副機構⻑/特命教授）

16:50 〜 17:40 パネルディスカッション（3機関）（50分）
テーマ︓「共⽤ガイドラインの活⽤と持続可能な発展に向けて」
ファシリテーター︓東京⼯業⼤学 江端 新吾 (総括理事・副学⻑ 特別補佐/教授）

パネリスト︓北海道⼤学 網塚 浩 （技術⽀援・設備共⽤コアステーション(CoSMOS) ステーション⻑/
GFC センター⻑ 教授）

東海国⽴⼤学機構 古賀 和司（統括技術センター 技術⽀援統括室⻑）
⼭⼝⼤学 上⻄ 研 （理事・副学⻑（学術研究担当））

17:40 〜 17:45 閉会挨拶 ⽂部科学省 科学技術・学術政策局 研究環境課 課⻑補佐 林 周平

産学官のすべての研究者に開かれた研究設備・機器の実現に向けて、⼤学・研究機関の先進的な取組を紹介します。
前半は、 「先端研究設備プラットフォームプログラム」に関して、国内有数の先端的な研究施設・設備において、全国的なプラットフォーム
を形成することで、我が国の研究開発基盤の持続的な維持・発展に貢献する活動、後半は、「コアファシリティ構築⽀援プログラム」に関
して、⼤学・研究機関全体として、研究設備・機器群を戦略的に導⼊・更新・共⽤する仕組みを強化するための活動を紹介します。

参加申込⽅法 https://iris.kagoyacloud.com/riexpo2023/

⽇時 令和5年1⽉25⽇（⽔）13時30分〜17時45分
会場 オンライン開催（Zoom予定）

締切 令和5年1⽉18⽇（⽔）

--------------- プログラム ---------------

令和4年度先端研究基盤共⽤促進事業シンポジウム

主催

⽂部科学省
共催

研究基盤協議会
（CORE）

研究基盤イノベーション
分科会（IRIS）

研究基盤EXPO2023

参加費

事前申込
必要

無 料



岸本　喜久雄 （東京工業大学名誉教授，文部科学省科学技術・学術審議会研究開発基盤部会長）
長谷川　浩 （金沢大学研究基盤統括本部長・総合技術部長）

研究基盤 EXPO2023

お問い合わせ先
山口大学総合技術部技術企画課（担当：山田）
E-mail：te061@yamaguchi-u.ac.jp

16:30

14:25

13:25

13:15

15:00
14:45

主催：研究基盤協議会 (CORE)
共催：文部科学省
　　　山口大学

[ 取組説明 ]
　生まれ変わりました！一般社団法人「研究基盤協議会」

[ オープニングリマークス ]
　谷澤幸生（山口大学長）

休憩 (15 分 )

• 研究基盤協議会にモノ申す！　　若手ネットワーク＆技術職員コンソーシアム

• 講演

上西　研
木暮　一啓 （琉球大学　理事・副学長（企画・研究担当））

研究基盤協議会
シンポジウム

第２回

2023.1.26 Thu.

参加費無料
どなたでもご参加いただけます

事前参加登録制
下記URL の登録フォームより
お申込みください

登録締切
2023 年 1月 18 日 ( 水 )

[ 特別企画 ]
　研究力向上のための “チーム共用 ”のあり方

（山口大学リサーチファシリティマネジメントセンター長，
  山口大学　理事・副学長（学術研究担当），総合技術部本部長）• 概要説明　上西　研

[フィナーレ ]
　江端 新吾（研究基盤協議会代表／東京工業大学教授）

https://iris.
kagoyacloud.com/
riexpo2023/

[ 講演 ]
　「研究基盤の更なる活用に向けた連携の深化について」
　文部科学省 科学技術・学術政策局 研究環境課

上西　研
• パネルディスカッション

モデレーター：
パネリスト      ：文部科学省 科学技術・学術政策局 研究環境課

（山口大学リサーチファシリティマネジメントセンター長，
  山口大学　理事・副学長（学術研究担当），総合技術部本部長）

岸本　喜久雄 （東京工業大学名誉教授，文部科学省科学技術・学術審議会研究開発基盤部会長）

木暮　一啓 （琉球大学　理事・副学長（企画・研究担当））
長谷川　浩 （金沢大学研究基盤統括本部長・総合技術部長）

所在地：山口県山口市湯田温泉 4-5-2
交通アクセス：
JR 山口線 湯田温泉駅から徒歩 10 分

対面会場：かめ福オンプレイス

かめ福オンプレイスHP 
https://kamefuku.com/

• 概要説明 江端新吾（研究基盤協議会代表／東京工業大学教授）
• e-CSTI による最新の分析結果と教育研究系技術職員の調査結果

白井俊行（内閣府 科学技術・イノベ―ション推進事務局参事官 ( エビデンス担当））

ハイブリッド開催
対面：かめ福オンプレイス
　　　( 定員 100 名程度・先着順 )
オンライン：ZOOM

（山口大学リサーチファシリティマネジメントセンター長，
  山口大学　理事・副学長（学術研究担当），総合技術部本部長）



TCカレッジシンポジウム
～オールジャパン型高度技術人財育成の

取り組みの今と今後の展望～

2023年

1月27日 10:00-12:00
（オンラインZoomウェビナー）

第1部

第2部

金

10:00～10:05 開会挨拶 渡辺 治（東工大OFCセンター長）
10:05～10:15 東工大コアファシリティ事業説明

岩附 信行（東工大OFC研究基盤戦略室長）
10:15～10:30 東工大TCカレッジ構想の紹介

「TCカレッジ」の原点 髙橋 久徳（マネジメント系TCコース担当）
「TCカレッジ」の成長 梶谷 孝 （TCカレッジ事務局統括）

10:30～10:50 協力メーカー講演
「TCカレッジ」への期待と日本電子の取り組み

有福 和紀（日本電子株式会社）
「TCカレッジ」への期待と島津製作所の取り組み

櫻井 久雄（株式会社島津製作所）
10:50～11:00 休憩
11:00～11:30 オールジャパン型高度技術人材育成 -サテライト校の取り組み紹介-

「TCカレッジ」ネットワーク形成 山口大、長岡技科大、岡山大
11:30～11:50 受講生からの報告

桑名 亮一（東工大・情報系TCコース受講生）
柗見 吉朗（鳥取大・マネジメント系TCコース受講生）

11:50～11:55 講評 文部科学省科学技術・学術政策局研究環境課
11:55～12:00 閉会挨拶 江端 新吾（TCカレッジ長）

日時

主催：東京工業大学オープンファシリティセンター TCカレッジ
後援：研究基盤協議会(CORE)、研究基盤イノベーション分科会(IRIS)
詳細、参加申込：https://www.ofc.titech.ac.jp/notice/tccsympo2023/
お問い合わせ先：東京工業大学オープンファシリティセンターTCカレッジ事務局

tccoll-office@ofc.titech.ac.jp

東京工業大学
オープンファシリティセンター

司会進行：奥野 和泉（東工大TCカレッジ事務局）

参加費
無料
どなたでも

ご参加いただけます

研究基盤EXPO2023
コアファシリティ構築支援プログラム 成果報告

参加申込




